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行政からのお知らせ

８月は佐賀県同和問題啓 発強調月間です！８月は佐賀県同和問題啓 発強調月間です！８月は佐賀県同和問題啓 発強調月間です！８月は佐賀県同和問題啓 発強調月間です！
わたしたちはみんな、幸せを求め、豊かな生活をめざして生きたいと願っています。

「差別をしてもいい」とか「差別があっても仕方がない」などと考えている人はいません。

「差別は人の幸せをこわす」ということも知っています。

わたしたちはみんな、幸せを求め、豊かな生活をめざして生きたいと願っています。

「差別をしてもいい」とか「差別があっても仕方がない」などと考えている人はいません。

「差別は人の幸せをこわす」ということも知っています。

なぜそれなのに
未だに差別があるのはなぜでしょうか？

いつも相手の立場にたって考え
、

行動することですね！
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Ａ　「身分解放令」（太政官布告）が出されてから140年以上が経過した現在でも「差別はしてはいけない」と
わかっているのに、いまだに差別が現存しています。それは事実を正しく伝えてこなかったり、多くの人々
が「できることなら関わりたくない」「そのうち自然になくなるから・・・」などとして同和問題と向き合
うことなく、避けてきたからです。その結果、偏見や間違った考えが人から人へ伝えられ、差別が繰り返さ
れてきたのです。

Ｑ 「そっとしておけば、差別はなくなるのでは？」Ｑ 「そっとしておけば、差別はなくなるのでは？」

～インターネットでの
　　　　　　人権侵害～

同和問題の解決のために、
さまざまな啓発活動を行っています。

●差別的な書き込み●差別的な書き込み
たとえばこんなことが…。

～わたしの体験記～
幸せをあきらめない

講師　なべ　おさみさん
　　　（タレント）
日時　 8月27日㈫
　　　13時（開場）
　　　13時30分～ 15時30分
場所
　多久市中央公民館大ホール

●講師を派遣します！
　市では、人権・同和問題の出前
講座を行っています。地域での寄
り合いの場や、企業内の研修など、
ご希望の場所へお伺いし講話や啓
発ビデオ（DVD）
を使い研修を行
います。
　お気軽にお申
し出ください。

　さまざまな差別や人権問題を紹
介する啓発パネル展をします。ぜ
ひご覧ください。

●期間　 8月20日㈫～ 27日㈫
●場所　市役所 1階市民ホール

多久市同和問題講演会

人権啓発パネル展出前講座・企業研修

•自らの責任を持つ

•人を不快にさせるような言動をしない

•情報をうのみにせず正しい情報を自ら選び取る

　軽い気持ちで書いたものでも、イン
ターネットは多くの人が見ています。
言葉は使い方によっては、人の心
を傷つけますし、一度広まった
情報は簡単には取り消せませ
ん。書き込む時は、相手の立
場に立って考えましょう。
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守ろう！インターネットでのモラル
Ａ　わたしたちは、それぞれ異なった環境に生まれ育ち、さまざまな仕事に就き、生活を営んで
います。そしてお互いに幸せで豊かな社会を築こうと努力しています。
　これらのことを日本国憲法は「基本的人権」という誰にでも侵されない普遍の権利として、す
べての国民に保障しています。しかし、私たちのまわりには、この「基本的人権」が不当に侵さ
れている多くの事実があります。
　なかでも、同和問題は、同じ日本国民でありながら、同和地区出身であるというだけで、就職
や結婚などの面で差別を受けるという重大な人権問題です。

Ｑ 同和問題とは？Ｑ 同和問題とは？


